
運動会運動会の秋    平山保育所平山保育所 運動会運動会の秋    平山保育所平山保育所 運動会の秋  平山保育所 

特集  
平成22年度外部評価 事業仕分けの手法で実施 
渡米150周年記念 咸臨丸と塩飽本島 
まるがめ文化芸術祭2010 
コミュニティバスが便利に 
制度維持へ医療費抑制を 国民健康保険 
 

No.67

10
平成22年 
（2010） 



　
市
は
、
平
成
１９
年
に
定
め
た
「
市
総
合
計
画
」
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、

毎
年
、「
行
政
評
価
」
を
行
っ
て
お
り
、
よ
り
客
観
的
な
視
点
で
評
価
す
る

た
め
、
学
識
経
験
者
ら
「
行
政
評
価
委
員
」
に
よ
る
外
部
評
価
を
あ
わ
せ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
7
月
か
ら
評
価
対
象
を
選
定
し
、
担
当
課

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
事
業
の
方
向
性
な
ど
を
審
議
。
9
月
2
日
、
外
部
評
価

報
告
書
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
、
『
事
業
仕
分
け
』
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
、
外
部
評
価
の
結
果
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

23

企 画 課  
蘂24-8839

平
成
２２
年
度
外
部
評
価 

『
事
業
仕
分
け
』の
手
法
で
実
施 

1

2

3

4
5
6

7

8

9

１０ 

評価結果一覧 
事　業　名 

食生活改善事業 
市で実施する啓発・普及事業 

コミュニティ単位で実施する事業 

市長高齢者訪問 

敬老会行事 

敬老祝金の支給 

金婚記念 

コミュニティ運営補助金 

コミュニティまちづくり補助金 

自治総合センター助成事業補助金 

長寿社会づくりソフト事業費補助金 

 

 

 

市主体の事業 

コミュニティ主体の事業 

 

丸亀お城まつり 

まるがめ婆娑羅まつり 

あやうたふるさとまつり 

桃の里まつり 

丸亀城桜まつり 

コミュニティ推進事業 

四季のまつり開催事業 

商工業・農林融資事業 

市民講座開催事業 

うちわの港ミュージアム運営事業 

敬老事業 

児童就学奨励事業 

丸亀教育推進事業 

猪熊弦一郎現代美術館運営事業 

8,472

51,418

60,280

277,410

7,496

5,500

56,202

58,253 

117,090 

165,000

項　　　目 仕分け結果 

改善 
改善 

改善 

改善 

改善 

廃止 

廃止 

改善 

現状継続 

現状継続 

現状継続 

 

 

 

改善 

改善 

 

現状継続 

現状継続 

改善 

改善 

現状継続 

 

 

改善 

改善 

改善 

改善 

改善 

統合 

改善 

改善 

改善 

仕分け結果 事業費 
（千円） 

事業費は人件費を含む概算 

◎
評
価
対
象
事
業 

　
市
内
部
で
一
次
評
価
を
実
施
し
た

事
業
の
う
ち
、 

蘆
事
業
の
必
要
性
や
効
果 

蘆
廃
止
や
整
理
統
合
の
必
要
性 

蘆
民
間
委
託
や
協
働
に
よ
る
効
果 

蘆
事
業
の
効
率
性 

の
視
点
で
10
事
業
を
評
価
し
ま
し
た
。 

◎
評
価
手
法 

　
10
の
事
業
を
「
廃
止
」「
統
合
」「
協

働
・
民
間
活
用
」「
改
善
」「
現
状
継

続
」
の
５
段
階
に
仕
分
け
し
、
事
業

に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
予
算
項
目
単

位
で
細
分
化
し
ま
し
た
。 

◎
評
価
結
果 

①
食
生
活
改
善
事
業
《
改
善
》 

　
食
育
は
重

要
な
テ
ー
マ

で
あ
る
が
、

現
状
は
単
に

料
理
教
室
や

栄
養
指
導
に

と
ど
ま
っ
て

い
る
。
専
門

家
と
連
携
し
、

幅
広
い
世
代
に
食
育
を
推
し
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
市
は
人
材
育
成
な
ど

の
活
動
に
力
を
入
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
主
体
の
地
域
活
動
を
主
軸
に
す
る

べ
き
で
あ
る
。 

②
敬
老
事
業
《
改
善 

―
一
部
廃
止
》 

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
高
齢
者
の
増
加
に
対
応
で

き
る
持
続
可

能
な
サ
ー
ビ

ス
へ
の
転
換

が
必
要
。
記

念
品
・
祝
い

金
の
支
給
は
、

敬
老
会
の
運

営
も
含
め
て

「
敬
意
と
感

謝
」
が
伝
わ
る
内
容
を
工
夫
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
廃
止
の
方
向
で
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業 

　
《
改
善 

―
一
部
現
状
継
続
》 

　
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
重

要
な
活
動
単
位

で
あ
る
。
補
助

金
の
交
付
基
準

に
つ
い
て
地
域

の
実
情
を
踏
ま

え
て
常
に
精
査

し
、
よ
り
活
発
な
活
動
が
展
開
で
き 

る
よ
う
継
続
的
な
見
直
し
が
必
要
で 

あ
る
。 

④
児
童
就
学
奨
励
事
業
《
改
善
》 

　
認
定
基
準
や
支
給
要
件
に
つ
い
て
、

実
態
を
十
分
に
調
査
し
た
う
え
で
要

件
の
見
直
し
を
行
う
。
本
当
に
困
窮

し
て
い
る
人
に
向
け
て
、
制
度
内
容

の
周
知
徹
底
が
必
要
で
あ
る
。 

⑤
丸
亀
教
育
推
進
事
業
《
改
善
》 

　
多
く
の
内

容
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る

が
、「
丸
亀
教

育
」
と
い
う

言
葉
の
意
味

が
不
明
確
。

現
在
検
討
さ

れ
て
い
る
小
中
一
貫
教
育
な
ど
を
踏

ま
え
、
理
念
や
テ
ー
マ
が
明
確
に
示

さ
れ
る
よ
う
整
理
し
、
効
果
や
成
果

を
把
握
・
分
析
す
る
。
実
態
に
応
じ

て
人
員
配
置
な
ど
の
体
制
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
。 

⑥
猪
熊
弦
一
郎 

　
現
代
美
術
館
運
営
事
業
《
改
善
》 

　
指
定
管
理

者
の
譛
ミ
モ

カ
美
術
振
興

財
団
の
公
益

法
人
化
は
、

税
制
上
の
優

遇
措
置
な
ど

か
ら
有
効
な

手
立
て
で
あ
る
。
顧
客
を
把
握
し
集

客
目
標
を
立
て
て
経
営
健
全
化
に
取

り
組
み
、
指
定
管
理
料
の
縮
減
に
努

め
て
も
ら
い
た
い
。 

⑦
市
民
講
座
開
催
事
業
《
改
善
》 

　
実
施
主
体

が
市
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に

分
か
れ
て
い

る
が
、
ほ
か

の
部
署
で
実

施
さ
れ
る
講

座
と
似
て
い 

る
も
の
が
あ
る
。
整
理
統
合
す
る
と

と
も
に
、
受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
で
参
加
者
の
意
向
を
把
握
し
、
効 

果
を
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。 

⑧
う
ち
わ
の
港
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

　
運
営
事
業
《
統
合
》 

　
市
を
代
表

す
る
伝
統
工

芸
品
の
「
丸

亀
う
ち
わ
」

を
保
存
・
継

承
し
観
光
資

源
と
し
て
生

か
す
必
要
が 

あ
る
。
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
た

め
、
丸
亀
城
内
の
「
う
ち
わ
工
房
竹
」

と
統
合
し
、
効
率
的
な
運
営
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。 

⑨
四
季
の
ま
つ
り
開
催
事
業 

　
《
改
善 

―
一
部
現
状
継
続
》 

　
合
併
前
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た

が
、
今
後
の
在
り
方
を
再
検
討
す
べ

き
時
期
を
迎
え
て
い
る
。綾
歌
、飯
山

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
を
残
し
つ
つ
、

市
全
体
の

ま
つ
り
と

し
て
の
相

乗
効
果
を

い
か
に
発

揮
す
る
か

を
考
え
る

べ
き
で
あ

る
。 

       

⑩
商
工
業
・
農
林
融
資
事
業
《
改
善
》 

　
中
小
企
業

経
営
や
新
規

事
業
の
創
設
、

伝
統
工
芸
の

承
継
、
農
業

経
営
な
ど
の

支
援
策
と
し

て
重
要
で
あ 

る
が
、
利
用
状
況
を
検
証
し
、
実
態

に
応
じ
て
融
資
条
件
の
見
直
し
な
ど

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。 

 

　
外
部
評
価
の
結
果
を
受
け
、
市

は
現
在
の
社
会
情
勢
や
、
市
議
会

を
は
じ
め
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
さ
ら
に
検
討
を
行
い
ま

す
。
そ
こ
で
見
直
し
が
必
要
と
判

断
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
今
後
の

計
画
や
予
算
な
ど
の
施
策
に
反
映

さ
せ
て
い
き
ま
す
。 

企
画
財
政
部
企
画
課
　 

　90歳以上全員の所在確認できました 
　高齢者の所在不明事例が全国で発
生し、市民のみなさんに心配をお掛
けしておりましたが、市で調査した
結果、9月8日現在、市内で在住さ
れている90歳以上の1569人につ
いて、全員の所在が確認できました。 
　確認にあたって、ご協力いただいた民生委員をはじめ
地域のみなさん、ありがとうございました。 

→画>>行政評価　「丸亀市行政評価（外部評価）報告書」http://www.city.marugame.lg.jp/itwinfo/i5817/●外部評価報告書／報告書の全文を市ホームページに掲載しています。ＨＯＭＥ>>行政情報：市政>>施策・計→ 
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45

か こ 

は 

き むら せっ つの かみ 
　万延元年　万延元年（18601860年）、日米修好通商条約批准使節団として、幕府要人、日米修好通商条約批准使節団として、幕府要人
らを乗せた咸臨丸が太平洋を横断してらを乗せた咸臨丸が太平洋を横断して15050周年周年。軍艦奉行木村摂津守軍艦奉行木村摂津守、勝
海舟、福沢諭吉、ジョン万次郎らと共に、塩飽の島々出身海舟、福沢諭吉、ジョン万次郎らと共に、塩飽の島々出身の3535人を含む人を含む
5050人の水主が咸臨丸に乗り組んでいました。連日、暴風雨が人の水主が咸臨丸に乗り組んでいました。連日、暴風雨が襲う難航海襲う難航海
を成功に導いたのは、水主たちの技術と努力であったと伝を成功に導いたのは、水主たちの技術と努力であったと伝えられていますえられています。 
　この先達の偉業を顕彰する記念事業が本島で開かれてい　この先達の偉業を顕彰する記念事業が本島で開かれています。素晴らます。素晴ら
しい景観と貴重な史跡や文化財が残る本島で、しい景観と貴重な史跡や文化財が残る本島で、150150年前に快挙を果たし年前に快挙を果たし
た水主たちに思いを馳せてみませんか。た水主たちに思いを馳せてみませんか。 

　万延元年（1860年）、日米修好通商条約批准使節団として、幕府要人
らを乗せた咸臨丸が太平洋を横断して150周年。軍艦奉行木村摂津守、勝
海舟、福沢諭吉、ジョン万次郎らと共に、塩飽の島々出身の35人を含む
50人の水主が咸臨丸に乗り組んでいました。連日、暴風雨が襲う難航海
を成功に導いたのは、水主たちの技術と努力であったと伝えられています。 
　この先達の偉業を顕彰する記念事業が本島で開かれています。素晴ら
しい景観と貴重な史跡や文化財が残る本島で、150年前に快挙を果たし
た水主たちに思いを馳せてみませんか。 

記念切手発行記念切手発行 
1シートシート13001300円（8080円切手円切手
1010枚）枚）4種類種類 
発売場所＝本島観光案内所発売場所＝本島観光案内所、
塩飽勤番所塩飽勤番所、笠島笠島まち並保存並保存
センター 
顕彰碑建立顕彰碑建立 
除幕式＝除幕式＝1010月2424日豸9時 
場所＝本島港場所＝本島港 

記念切手発行 
1シート1400円（80円切手
10枚）4種類 
発売場所＝本島観光案内所、
塩飽勤番所、笠島まち並保存
センター 
顕彰碑建立 
除幕式＝10月24日豸9時 
場所＝本島港 

笊メイン展示 
塩飽勤番所 
（入館料200円） 
10月1日貊～11月
30日貂 
　咸臨丸関係資料を
多数展示。新作のジ
オラマ「咸臨丸時代
の本島」も公開 

咸臨丸と秋まつりに彩られる本島ウオーク 
11月23日豢午前8時半、丸亀港合同待合所集合 
　本島の史跡を徒歩で巡る約4.5襭のコース。有料。
申し込みはＪＲワーププラザ（蘂25-0170） 

塩飽観光のお供に
島のパンフレット 
ＪＲ丸亀駅の観光案内
所、市役所、本島・広島 
市民センターなどで 
配布。 

笆サブ展示 
本島観光案内所 
（入館無料） 
11月30日貂まで 
　模型展示、関連書
籍販売、観光案内、
特産品販売など 

笳文化祭共催展示 
本島市民センター 
（入館無料） 
10月30日貍、31日豸 
　本島コミュニティ
と香川大学による瀬
戸内の文化展示 

レンタサイクル（本島港） 
蘂27-3320（本島汽船） 
コミュニティバス 
蘂22-9191（琴参バス） 

蘆重さ／620覈 蘆長さ／48.8襷 
蘆幅／8.74襷   蘆深さ／3.85襷 
蘆大砲／12門　 

笆本島観光案内所 
本島町泊494-16 
蘂27-3077 
営業時間/8:00～17:00 

「所見坊」蘂27-3728 
営業時間/8:30～16:30 
木曜定休 

■咸臨丸 

　1855年（安政2年）、

幕府がオランダに建造

を依頼した木造で3本

マストをもつ蒸気船の

軍艦で、1857年（安政

4年）に完成。オランダ

で「ヤッパン号」と命名

され、喜望峰・マニラを

経て長崎に到着した。

1858年（安政5年）に

日本名「咸臨丸」と改名。 

講
演
「
咸
臨
丸
と
塩
飽
」 

日
時
＝
10
月
24
日
豸
午
前
10
時
半
〜
正
午 

場
所
＝
笊
塩
飽
勤
番
所 

　（
当
日
無
料
） 

講
師
＝
入
江
幸
一
さ 

　
ん
（
郷
土
史
家
） 

参
加
料
＝
無
料
、
予 

　
約
不
要 

　
優
秀
な
航
海
技
術
を
持
っ
て
い
た

塩
飽
水
主
35
人
（
う
ち
本
島
12
、
牛

島
２
、
広
島
11
）
の
力
な
く
し
て
、

咸
臨
丸
の
偉
業
は
達
成
さ
れ
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
歴
史
あ
る
本
島
の
ロ

マ
ン
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
島

の
力
を
合
わ
せ
て
企
画
し
ま
し
た
。

咸
臨
丸
の
軌
跡
を
た
ど
り
、
１
５
０

年
前
の
塩
飽
が
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。 

　
港
の
そ
ば
に

あ
る
観
光
案
内

所
で
は
、
グ
ッ

ズ
販
売
、
模
型

や
歴
史
資
料
な

ど
を
展
示
し
て

い
る
。 

　
海
の
見
え
る

喫
茶「
所
見
坊
」

を
併
設
。 

笊塩飽勤番所 
本島町泊 
蘂27-3540 
営業時間/9:00～16:00  
月曜定休（祝日の場合は翌日） 
入館料/大人200円、小・
中学生100円 

　
国
指
定
史

跡
。
秀
吉
や

家
康
ら
の
朱

印
状
、
古
文

書
な
ど
、
貴

重
な
資
料
を

展
示
。
咸
臨

丸
水
主
ら
の

写
真
や
土
産

物
な
ど
も
。 

講
演
「
貝
と
の
会（
貝
）話
」 

　
本
島
合
同
文
化
祭
共
催
事
業
。
香
川
大

学
に
よ
る
文
化
講
演
。
無
料 

日
時
＝
10
月
30
日
貍
午 

　
後
１
時
〜
２
時
半 

場
所
＝
笵
本
島
中
学
校 

講
師
＝
本
城
凡
夫
さ 

　
ん
（
香
川
大
学
特 

　
任
教
授
） 

講
演
「
塩
飽
を
守
っ
た
水
主
た
ち
」 

日
時
＝
11
月
23
日
豢
午
後
３
時
〜
４
時
半 

場
所
＝
笞
本
島
小
学
校 

講
師
＝
小
杉
伸
一
さ 

　
ん
（
咸
臨
丸
子
孫 

　
の
会
・
幹
事
教
授 

　
方
） 

参
加
料
＝
無
料
、
予 

　
約
不
要 

渡米150周年記念 

咸臨丸と塩飽本島 
9月1日～ 
　11月30日 

か こ 

は 

き むら せっ つの かみ 

咸臨丸渡米150周年記念事業 
実行委員長 
吉田　智彦さん 

咸臨丸懐石咸臨丸懐石（980980円） 咸臨丸咸臨丸ランチ（10001000円） 

咸臨丸水主咸臨丸水主らの写真写真や土産土産などを展示を展示 咸臨丸水主らの写真や土産などを展示 

笘瀬戸香苑 
本島町泊800 
蘂57-8226 
営業時間/ 
レストラン 11:00～14:30 
喫    茶 10:00～16:30 
月曜定休 

笙ギャラリーアルテ  
　+cafe・saw 
本島町笠島305  
蘂57-8255 
営業時間/11:00～17:00 
月・火曜定休（祝日の場合は翌日） 
料金　無料 

　
島
の
活
性
化

と
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
活
動
を
支
援

す
る
。
笠
島
ま

ち
並
保
存
地
区

内
で
作
品
展
示

も
。
咸
臨
丸
ラ

ン
チ
は
2
日
前

ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す
。 

咸臨丸懐石（980円） 咸臨丸ランチ（1000円） 

2010 菊フェスティバル 

in in ニューレオマワールド in ニューレオマワールド 

11/6日貍・7日豸 

焼肉パーティー券 
販売のお知らせ 

日時：11月6日貍午前11時～午後8時 
料金：1300円（当日1400円） 
販売場所：綾歌市民総合センター（蘂86-5516） 
　　　　　商工観光課（蘂24-8816） 

じ
ょ
う 

け
ん 

ぼ
う 

　
本
島
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
が
運
営
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
。

ア
ル
ミ
製
の
咸

臨
丸

レ
リ

ー
フ

を
展

示
。 

'

■本島汽船　 蘂（0877）22-2782

本島内の移動手段 

■六口丸海運　 蘂（086）474-6199

丸亀発 牛島 本島着 本島発 牛島 丸亀着 

丸亀　　牛島　　本島 本島　　牛島　　丸亀 

10：35 9：30 10：0010：05

17：05 15：55 16：2516：35
19：40 18：30 19：0019：10

7：00 7：30 6：25 6：55

本島発 児島着 児島発 本島着 

本島　　　児島 児島　　　本島 

★印は旅客船のため自転車、単車、手押し車、車両は積めません。 

笊塩飽勤番所 

● 

● 

● 

● 

● 

笞本島小 

笵本島中 

笠島まち並 
保存地区 

笙ギャラリー 
　アルテ 

笠島 

甲生 

泊 

笳本島市民センター 

笆本島観光案内所 小阪 

大浦 福田 

尻浜 

生ノ浜 

正覚院卍 

笘瀬戸香苑 
文 

文 

《本島マップ》 

アートで 
島を活性化 

本島観光なら 
　　ここへ 

人名の歴史 

無料 
送迎あり 
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１０
月
か
ら
、
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
６５
歳
以
上
の
人
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
賃
が
半
額
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
大
人
と
子
ど
も
用

の
定
期
券
に
加
え
、大
人
の
平
日
用
、

通
学
と
通
学
の
平
日
用
の
定
期
券
も

発
行
し
ま
す
。
飯
山
、
綾
歌
両
地
区

で
は
、飯
山
、湯
舟
道
の
2
線（
湯
舟

道
は
１１
月
か
ら
）
で
試
験
運
転
を
始

め
ま
す
。
便
利
に
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を 

　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か 

　
警
察
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
本
県

は
人
口
１
万
人
当
た
り
の
交
通
事
故

件
数
が
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
だ
そ

う
で
す
。
市
は
こ
れ
ら
の
現
状
を
踏

ま
え
、高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
拡
大
を
図

る
た
め
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
65
歳
以
上
の
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
運
賃
が
半
額
に
な
る
制
度
を
、

10
月
１
日
か
ら
導
入
し
ま
す
。 

　
運
賃
の
割
引
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
乗
車
証
」、「
運
転
経
歴
証
明
書
」、

「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
証
の
取
消

通
知
書
」
、
琴
参
バ
ス
発
行
の
「
免

許
返
納
者
優
待
証
」
の
い
ず
れ
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。 

●
対
象
　
市
在
住
の
満
65
歳
以
上
で

　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
人 

●
申
請
方
法
　
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
か
、
丸
亀
警
察
署
で
運
転
免
許
証

　
の
取
り
消
し
手
続
き
を
し
、
公
安

　
委
員
会
発
行
の
「
運
転
経
歴
証
明

　
書
」（
交
付
手
数
料
１
０
０
０
円
）

　
ま
た
は
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許

　
証
の
取
消
通
知
書
」
の
交
付
を
受

　
け
、
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
証

　
明
写
真
（
縦
３
詢
、
横
２
・
５
詢
）
と

　
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
で
き

　
る
書
類
を
持
っ
て
、
生
活
課
の
窓

　
口
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
乗
車

　
証
」
の
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
学
生
定
期
を
発
行
し
ま
す 

　
10
月
１
日
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
定
期
券
は
、
通
学
用
な
ど
３
種

類
を
加
え
、
５
種
類
に
な
り
ま
す
。

運
転
免
許
返
納
者
と
障
害
の
あ
る
人

は
、
定
期
券
も
半
額
で
す
。 

　
定
期
券
の
購
入
は
、
琴
参
バ
ス
本

社
（
蘂
２
２
―
９
１
９
１
）
か
琴
参

観
光
（
蘂
２
４
―
３
１
３
１
）
へ
。 

　
飯
山
・
綾
歌
地
区
で
試
験
運
行 

　
10
月
１
日
か
ら
飯
山
線
、
11
月
１

日
か
ら
湯
舟
道
（
綾
歌
）
線
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
験
運
転
を
始
め

ま
す
。
運
行
期
間
は
、
来
年
３
月
31

日
ま
で
。
飯
山
線
は
東
坂
元
の
三
谷

団
地
か
ら
飯
山
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

を
経
て
飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ま
で
。
湯
舟
道
線
は
綾
歌
市
民

総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
湯
舟
道
ま
で
で

す
。 

　
詳
し
く
は
、
生
活
課
。 

※
平
日
と
は
、
日
曜
、
祝
日
を
除
い
た

日
で
す
。 

まるがめ文化芸術祭2010
展覧会・公演、丸亀城フェスタ、演奏会 文 化 課 

蘂24-8822

　丸亀の秋を彩る「まるがめ文化芸術祭2010」が10月から12月にかけ、市内各地で開か

れます。主催展覧会・公演、丸亀城フェスタ、まるがめ第九演奏会のほか、市民団体による

参加行事など36の文化事業が行われます。期間中は、桃の木オーナー権をはじめとする地域

ゆかりの品々が当たるスタンプラリーもあり、家族連れで楽しめます。市内の文化施設、ＪＲ

丸亀駅、城内観光案内所に置いてあるパンフレットを手に、“丸亀の文化とまちの元気”を感じ

ながら、多彩な文化の祭典にお出掛けください。 

■行事 
◆天守無料公開（午前9時～午後4時半） 
◆丸亀城鉄砲隊公開演舞（午前10時半、午後1時） 
◆菊花展（10月17日～11月12日） 
◆「丸亀城の謎を探れ！」（午前9時半～午後4時半）に
　参加して、城をあしらった海老煎餅や天守をデザイ
　ンした和三盆を手に入れよう。 
◆滋賀県長浜市からやって来る浅井3姉妹のゆるキャ
　ラと遊ぼう（午前10時～午後4時） 

　一日まるごと、丸亀城跡一円で文化行事があ

り、多くの市民でにぎ 

わいます。 

日時　10月17日豸 

場所　丸亀城（亀山公 

　　　園）、市民ひろば 

料金　無料 

　　　（一部有料） 

■関連行事 
資料館ワークショップ 
「和三盆をつくろう！」 

　話題の「豆花」の和三
盆製作体験教室。10月
17日豸の午前10時と
11時、資料館2階会議
室。定員はいずれも先
着20人。300円。子
どもから大人まで、だ
れでも参加できます。 

歴史講演会 

　城郭研究第一人者の
長浜城歴史博物館長・
中井均さんが「丸亀城
の構造をよむ」をテー
マに、お城の新しい見
方について講演します。
10月17日豸午後1時
半、資料館2階第3展示
室。先着100人。無料。 

「狩野派の粋と雅展」 
学芸員の展示説明会 

　10月17日豸の午前
11時、午後3時半、資
料館１階第１展示室。
無料。 

丸亀城フェスタ2010

アン・サリー  ライブ 

　市内で活動する6つの合唱団と瀬戸フィル
ハーモニー交響楽団が共演。 
日時　11月28日豸午後2時開演 
場所　市民会館 
料金　1000円（小学生以上） 
合唱団　カメリアコーラス、混声合唱団響、 
　　　　丸亀市少年少女合唱団、丸亀女声合
　　　　　　　　　　　　　唱団、丸亀コー
　　　　　　　　　　　　　ロ・アニーロ、
　　　　　　　　　　　　　丸亀男声合唱団
　　　　　　　　　　　　　コール・メル 

ハートフルコンサート 

　駅前を元気にする文化行事・ミモカゲート
プラザ文化発信プロジェクト第8弾！ 
　市民団体やプロアーティストなどによる様々
なジャンルの音楽やダンスが大集合。特別ゲ
ストにサクソフォーン四重奏団QuatuorB（ク
ワチュール ベー）が出演します。 
日時　10月31日豸正午 
場所　猪熊弦一郎現代美術館ゲートプラザ 
料金　無料 

まるがめ音楽市場 　平成２２ 
年度市若 
手芸術家 
支援事業 
対象者で現代美術家の藏本秀彦が、作品の画
材に時間や空気を織り込んでいく独自の世界
を描いた作品展。2日貍午後2時からの作家
によるギャラリートークをお楽しみください。 
日時　10月2日貍～12日貂　 
場所　猪熊弦一郎現代美術館・造形スタジオ 
料金　無料 

「時の原っぱ」藏本秀彦展 

　重要文化財「大手一の門」内をぼんぼりの薄
明かりで包み、現役ドクターでもある異色シ
ンガー アン・サリーのいやし系の歌唱が歴史
を今に残す丸亀城と調和するコンサート。 
日時　10月9日貍 
　　　午後6時半開演 
場所　「丸亀城大手一の門」内 
料金　無料 
　　　（満員の場合は入場制限） 

生 活 課 
蘂24-8809

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
便
利
に 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
便
利
に 

23,940円 

19,950円 

20,520円 

17,100円 

11,970円 

8,400円 

7,000円 

7,200円 

6,000円 

4,200円 

1か月 

大　　人 

通　　学 

通学平日 

小　　人 
（1歳以上小6未満） 

大人平日 

3か月 

■定期券の種類 

なぞ 

せん べい 

※ 



国民健康保険 
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市民課 蘂24-8810

保険課 蘂24-8842 
健康課 蘂24-8806

都市計画課 蘂24-8812

国民健康保険 

　住民基本台帳カード（住基
カード）をご存じですか。「聞
いたことはあるけれど……」
というあなた。来年3月末ま
で発行手数料が無料です。こ
の機会に作ってみませんか。 

　住基カードを作るには 

　運転免許証や健康保険証な

どの官公署発行の本人確認書

類、印鑑を持参して、市民課

または各市民総合センターで

申請してください。住基カー

ドは、写真付きと写真なしが

選べます。写真付き住基カー

ドを希望する人は、無帽無背

景で、６か月以内に撮影した

縦45襦×横35襦の証明写真が

一枚必要です。 

　住基カードの発行には数日

かかります。準備が整えば文

書でお知らせしますので、必

要書類を持参してください。 

　 

　住基カードで何ができるの 

●顔写真付き住基カードは、

公的な身分証明書です。運転

免許証を返納したあとの本人

確認書類として使えます。ま

た、ほかの市町村でも住民票

（本籍省略）を受け取ることが

できます。 

●ｅ-Ｔａｘなどで必要な電子

証明書を記録できます（申請

手数料500円が必要）。 

　詳しくは、市民課。 

みんなが持てる証明書 

住民基本台帳カード 
みんなが持てる証明書 

住民基本台帳カード 

企　画　課 
蘂24-8839

市
の
憲
法
で
す
！ 

自
治
基
本
条
例
で
個
性
豊
か
な
「
ま
ち
づ
く
り
」 

　
平
成
18
年
10
月
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
施
行
さ
れ

た
「
丸
亀
市
自
治
基
本
条
例
」
を
ご

存
じ
で
す
か
。 

自
治
基
本
条
例
と
は
？ 

　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
理
念
や

原
則
、
市
民
・
議
会
・
行
政
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
な
ど
を
定
め
た
、
市

の
最
も
重
要
な
条
例
で
す
。 

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
？ 

　
も
ち
ろ
ん
「
市
民
」
の
み
な
さ
ん

で
す
。
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
だ
け

で
な
く
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
、

事
業
所
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
の
市
民
活
動
団
体
を
含
む

一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
す
。 

市
民
が
果
た
す
役
割
は
？ 

　
「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち

で
決
め
て
、
決
め
た
こ
と
に
責
任
を

持
つ
」。
こ
れ
を
基
本
と
し
、「
ま
ち

づ
く
り
」
の
主
役
と
し
て
の
自
覚
を

持
っ
て
、
自
ら
の
意
思
と
責
任
で
行

動
し
、
協
働
し
て
よ
り
良
い
丸
亀
市

を
目
指
す
こ
と
で
す
。 

条
例
が
で
き
て 

何
が
変
わ
っ
た
の
？ 

　
市
民
生
活
に
大
き
く
影
響
す
る
条

例
や
計
画
策
定
な
ど
に
当
た
り
、
市

民
の
意
見
を
求
め
た
り
審
議
会
へ
の

参
加
を
促
し
た
り
す
る
な
ど
、
み
な

さ
ん
が
市
政
へ
参
画
、
協
働
す
る
た

め
の
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
市
政
の
情
報
を
公
開
・

共
有
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
も
定
め

ま
し
た
。 

　
市
民
・
議
会
・
行

政
が
こ
れ
ら
を
守
る

こ
と
で
、
市
民
参
画

が
広
が
り
、
み
な
さ

ん
の
意
見
が
よ
り
市

政
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
自
治
基
本
条
例
を
通
じ
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。 

※
協
働
＝
市
民
と
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
と
役
割
に
基
づ
き
、
互
い
の
特
性

を
尊
重
し
て
、
対
等
に
協
力
し
合
う
こ

と
。 

 

　
厳
し
い
財
政
状
況 

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
で
支
払

う
医
療
費
は
、
国
や
県
な
ど
の
補
助

金
と
、
み
な
さ
ん
が
納
め
て
い
る
保

険
税
が
財
源
で
す
。 

　
し
か
し
、
本
市
で
は
今
後
の
医
療

費
増
加
に
見
合
う
保
険
税
収
入
の
確

保
は
難
し
く
、
推
計
で
は
、
引
き
続

き
赤
字
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
国
保
制
度
維
持
の
た
め
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
は
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を

実
践
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
医
療

費
抑
制
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

　
医
療
費
節
約
の
ポ
イ
ン
ト 

①
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う 

　
自
覚
症
状
の
少
な
い
生
活
習
慣
病

を
早
期
に
発
見
す
る
に
は
、
特
定
健

診
が
重
要
で
す
。
国
保
の
対
象
者
で
、

特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、

10
月
30
日
貍
ま
で
に
市
内
の
医
療
機

関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
30
日
ま
で
に
受
診
で
き
な

い
対
象
者
は
、
10
月
31
日
豸
、
11
月

21
日
豸
の
集
団
特
定
健
診
を
受
診
し 

て
く
だ
さ
い
。《
予
約
は
10
月
15
日
貊

ま
で
に
》健
康
課
へ
。 

②
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う 

　
か
か
り
つ
け
医
は
、
診
察
や
健
康

管
理
を
し
て
く
れ
る
身
近
な
お
医
者

さ
ん
で
す
。
病
歴
な
ど
を
把
握
し
、

細
や
か
な
対
応
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。 

③
重
複
受
診
を
控
え
ま
し
ょ
う 

　
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
に

掛
か
る
と
、
再
び
初
診
料
を
支
払
い
、

同
じ
よ
う
な
検
査
や
処
置
が
行
わ
れ
、

費
用
が
掛
か
り
ま
す
。 

　
病
気
の
検
査
や
薬
の
疑
問
点
な
ど

は
、
納
得
が
い
く
ま
で
医
師
に
質
問

し
ま
し
ょ
う
。 

④
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う 

　
指
示
さ
れ
た
用
法
・
用
量
を
守
り

ま
し
ょ
う
。
自
分
の
判
断
で
量
を
加

減
し
た
り
、
中
止
し
た
り
す
る
と
、

薬
が
効
か
な
く
な
っ
た
り
、
体
に
悪

影
響
を
与
え
た
り
し
ま
す
。
別
の
病

気
で
服
用
中
の
薬
が
あ
れ
ば
、
医
師

や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

             

　
医
療
を
守
る
大
切
な
制
度 

　
国
保
は
、病
気
や
け
が
の
と
き
に
、

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
、
加

入
者
同
士
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。 

　
今
後
も
健
診
や
保
健
事
業
、
※

ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
な

ど
で
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
、
国
保

の
安
定
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
新
薬
の
特
許
期
間
が
切
れ
た
後
、
他

社
が
製
造
す
る
新
薬
と
同
一
成
分
の
薬

（
開
発
費
不
要
の
た
め
低
価
格
に
抑
え

ら
れ
る
）。 

制度
維持へ医療費抑制を

　
丸
亀
駅
へ
の
送
迎
や
駅
周
辺
の
買

い
物
の
際
は
、１
時
間
無
料
の
丸
亀
駅

前
地
下
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

時
間
＝
午
前
５
時
〜
翌
日
午
前
０
時

　
　
　
半 

料
金
＝
１
時
間
無
料
で
、
以
降
30
分

　
　
　
毎
に
１
０
０
円 

　
　
　
夜
間
駐
車
（
午
前
０
時
半
〜

　
　
　
５
時
）
は
４
０
０
円 

　
　
　
24
時
間
以
内（
夜
間
を
含
む
）

　
　
　
は
上
限
１
０
０
０
円 

※
中
央
図
書
館
の
利
用
者
は
、
館
内

で
駐
車
券
割
引
認
証
を
受
け
る
と
、

合
計
で
２
時
間
無
料
。 

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。 

yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy

1時間無料 1時間無料 

丸亀駅前 
地下駐車場 

1時間無料の丸亀駅前地下 
駐車場入り口 

※ 

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21（年度） 

（億円） 
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20
年
以
上
も
、
地
域
清
掃 

を
続
け
て
い
る
大
岡
さ
ん
は
、

自
治
会
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
役
員
な
ど
で
毎
日
大
忙

し
。
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
得
意

だ
っ
た
」
と
の
言
葉
ど
お
り
、

現
在
も
老
人
会
の
自
転
車
大

会
で
優
勝
す
る
ほ
ど
の
運
動

神
経
の
持
ち
主
。
「
毎
朝
の

掃
除
と
カ
ラ
オ
ケ
が
元
気
の

源
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

大
岡
　
經
一
さん 

（
大
手
町
・
８３
歳
） 

　
世
界
一
強
い
日
本
の
野
球
。

男
女
30
人
が
、
そ
の
一
翼
を
担

え
る
よ
う
休
日
は
土
器
川
河
川

敷
で
、火
・
水
曜
は
低
学
年
と
高

学
年
に
分
か
れ
て
郡
家
小
学
校

で
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

　
熱
血
コ
ー
チ
陣
が
、
野
球
技

術
の
向
上
は
も
と
よ
り
「
恐
れ

る
な
失
敗
、た
め
ら
う
な
挑
戦
」

を
合
言
葉
に
、
野
球
を
通
じ
て

夢
と
希
望
を
抱
き
、
常
に
前
向

き
な
子
ど
も
に
育
っ
て
く
れ
る

事
を
願
っ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。 

　
団
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
野
球
が
好
き
な
小
学
生
、

一
緒
に
野
球
を
し
ま
し
ょ
う
。 

〈
連
絡
先
〉
大
廣
正
昭
（
郡
家
町
・

蘂
0
9
0
―
1
1
7
2
―
1
6
9
0
） 

１０ 

郡
家
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

飯
野
西
分

飯
野
西
分
の
盆
踊
盆
踊
り 

飯
野
西
分
の
盆
踊
り 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

笵 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

飯
野
町
西
分
　
横
田
　
隆
志
さん 

飯
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

１１ 

まち・むら・しま笞 

復活復活した盆踊盆踊り 昭和昭和2727年の盆踊盆踊り 復活した盆踊り 昭和27年の盆踊り 

寺町寺町の面影面影を残を残す北平山町北平山町 

太助灯篭太助灯篭と瀬山登瀬山登の像 

新堀湛甫新堀湛甫 

寺町の面影を残す北平山町 

　
盆
踊
り
は
も
と
も
と
、
精
霊
を
慰

め
、
こ
れ
を
送
る
踊
り
と
し
て
始
ま

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
飯
野
で
は
、

昭
和
初
期
か
ら
各
地
区
で
盆
踊
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
西
分
自
治
会

で
は
、
昭
和
27
年
に
広
岡
甚
作
さ
ん

＝
当
時
56
歳
＝
の
発
案
で
、
金
銀
の

腰
紐
や
、厚
め
の
麻
布
袋
を
裁
断
し
、

勘
亭
流
の
書
体
で
有
名
力
士
の
四
股

名
を
書
い
て
作
っ
た
化
粧
回
し
を
身

に
着
け
て
踊
り
ま
し
た
。 

　
盆
踊
り
は
、
年
配
有
志
の「
口
説
」

と
呼
ば
れ
る
「
音
頭
と
り
」
に
合
わ

せ
て
乱
舞
し
ま
す
。
横
田
徳
次
さ
ん

＝
当
時
73
歳
＝
の「
口
説
」は
特
に
有

名
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
昭
和
27
年
度
の
西
分
青
年
団
の
演

目
は
、「
一
合
ま
い
た
」「
岡
田
踊
り
」

「
塩
飽
踊
り
」、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
「
し

か
し
か
踊
り
」
で
し
た
。 

　
昭
和
35
年
に
商
工
会
議
所
主
催
で 

開
か
れ
た
第
一
回
盆
踊
り
大
会
で
、

飯
野
町
代
表
と
し
て
出
場
し
た
西
分

踊
同
好
会
35
人
は
、
み
ご
と
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、「
音
頭
と
り
」の
人
も
い

な
く
な
り
、
盆
踊
り
は
途
絶
え
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
５
年
に
西
分
青
年

会
主
催
で
復
活
し
ま
し
た
。
今
年
も

８
月
14
日
に
自
治
会
、
長
寿
会
、
婦

人
会
、
子
供
会
が
力

を
合
わ
せ
、
夜
遅
く

ま
で
に
ぎ
わ
い
、
先

祖
の
供
養
と
地
域
の

親
睦
を
図
り
ま
し
た
。 

こ
し 

ひ
も 

か
ん 

な 

て
い 

し 

こ 

く 

ど
き 

し
ん 

ぼ
く 

北
平
山
町
・
寺
町
・
瓦
町 

　
御
供
所
町
の
西
に
続
く
北
平
山
町

も
西
平
山
町
と
と
も
に
旧
地
（
宇
多

津
村
平
山
）
の
名
を
町
名
に
し
た
。

加
子
浦
三
浦
の
一
浦
で
、
加
子
役
76

戸
（
年
間
１
３
６
８
人
分
）
で
あ
っ

た
。
江
戸
後
期
の
金
毘
羅
参
詣
の
隆

盛
で
商
業
地
化
が
進
み
、
西
平
山
の

東
に
連
な
る
商
業
町
と
し
て
繁
栄
し

た
。「
西
讃
府
志
」
は
家
数
２
６
４
、

人
数
１
０
８
０
、
船
は
一
挺
船
１
と

し
て
い
る
。 

　
北
平
山
の
南
、

葭
町
に
至
る
地

域
に
は
寺
町
が

形
成
さ
れ
た
。

城
下
町
は
主
と

し
て
軍
事
的
な

理
由
か
ら
寺
院

を
集
め
た
寺
町

を
設
定
す
る
が
、

こ
の
地
域
は
西

の
寺
町
で
あ
る
南
条
町
に
対
し
、「
東

の
寺
町
」
と
呼
ば
れ
た
。
町
の
成
立

時
に
住
民
に
同
行
し
た
寺
院
に
加
え
、

京
極
氏
入
封
後
の
寺
院
を
合
わ
せ
、

多
く
の
寺
院
が
並
び
立
っ
た
。
「
西

讃
府
志
」
に
は
７
か
寺
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。 

　
北
平
山
の
南
の
一
画
に
、
三
浦
14

町
に
入
ら
な
い
「
瓦
町
」
と
呼
ば
れ

る
一
帯
が
あ
る
。
正
保
城
下
図
で
は

畑
地
と
な
っ
て
お
り
、
鵜
足
郡
土
居

村
（
現
土
居
町
）
の
出
作
地
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
に
瓦
職
人

が
集
め
ら
れ
、
瓦
町
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
元
禄
城
下
図
で
は
、

１
畝
15
歩
か
ら
１
反
の
土
地
12
筆
に

14
人
の
瓦
師
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

土
居
村
庄
屋
の
管
轄
地
で
あ
っ
た
が
、

度
々
、
そ
の
所
属
が
問
題
と
な
っ
た

よ
う
で
「
古
法
便
覧
」
に
は
、
宝
暦

４
年
（
１
７
５
４
年
）
、
瓦
町
に
御

家
人
た
ち
が
建
て
た
家
の
町
負
担
に

つ
い
て
は
当
町
（
北
平
山
町
）
に
は

お
構
え
な
し
、
と
い
う
主
旨
の
布
達

が
見
ら
れ
る
。 

 

商
業
地 

西
平
山
町 

　
西
平
山
町
も
加
子
浦
で
あ
り
、
加

子
役
１
１
９
戸
（
年
間
２
１
４
２
人

分
）
で
あ
っ
た
が
、
西
汐
入
川
河
口

の
東
に
面
し
た
こ
と
か
ら
、
金
毘
羅

参
詣
客
の
上
陸
地
と
し
て
繁
栄
し
た
。

城
下
有
数
の
商
業
地
と
し
て
発
展
し
、

「
西
讃
府
志
」
の
家
数
３
９
３
、
人

数
１
２
６
３
は
城
下
最
大
で
あ
る
。 

　
灯
篭
と
防
波

堤
が
描
か
れ
る

文
政
城
下
図
が

作
成
さ
れ
た
段

階
で
は
ま
だ
存

在
し
て
い
な
い

が
、
天
保
３
〜

４
年
（
１
８
３

２
〜
１
８
３
３
年
）
、
こ
の
場
所
に

新
堀
湛
甫
が
藩
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ

た
。
文
化
３
年
（
１
８
０
６
年
）
に

築
造
さ
れ
た
福
島
湛
甫
が
既
に
あ
っ

た
が
、
金
毘
羅
参
詣
客
の
増
加
に
応

じ
る
た
め
、
新
た
に
築
造
さ
れ
た
。

東
西
80
間
、
南
北
40
間
、
入
口
15
間
、

満
潮
時
の
深
さ
１
丈
６
尺
の
規
模
を

誇
り
、
費
用
は
常
夜
千
人
講
の
資
金

で
賄
わ
れ
た
。
同
講
は
入
口
南
に
青

銅
常
夜
灯
１
基
を
建
設
し
た
が
、
資

金
集
め
に
奔
走
し
た
江
戸
講
中
の
塩

原
太
助
の
名
を
借
り
て「
太
助
灯
篭
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
新
堀
湛
甫
は
そ

の
長
方
形
の
姿
を
今
に
伝
え
て
お
り
、

灯
篭
の
側
に
は
湛
甫
築
造
に
大
き
く

貢
献
し
た
藩
士
・
瀬
山
登
の
像
が
建

立
さ
れ
て
い
る
。 

　
天
保
期
の
藩
士
・
津
坂
木
長
の
手

に
よ
る
「
丸
亀
繁
昌
記
」
に
は
、
港

近
辺
の
旅
館
街
の
に
ぎ
わ
い
が
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

         

　（
中
村
屋
、淡
路
屋
と
も
に
旅
亭
） 

　
東
西
の
通
り

「
ヤ
ナ
ギ
丁
」

（
旅
館
街
）
や

「
ト
イ
ヤ
丁
」

（
問
屋
街
）も
、

こ
の
こ
ろ
形
成

さ
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
干

鰯
や
綿
な
ど
を
扱
う
問
屋
が
並
び
、

船
を
所
有
し
て
い
た
商
人
も
多
く
、

城
下
内
外
を
結
ぶ
交
易
の
中
心
地
で

も
あ
っ
た
。 

　
　
　
【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

※
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太助灯篭と瀬山登の像 

新堀湛甫 
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間
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、
か
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蛸
の

足
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も
藤
の
花
の
ご
と
し
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川西地区自主防災会に総理大臣表彰 
　川西地区自主防災会は、災害時の防災活動に対する功
績が認められ、「平成22年防災功労者内閣総理大臣表彰」
を受けました。岩崎会長は｢災害の少ない市だが、活動を
続けてきて良かった｣と喜びの表情で市長に報告。「今後、
防災訓練を小・中学校、高校や隣接する地域に広げ、地
域の担い手である若い人の育成に力を入れたい」と意気
込みを語っていました。 
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地
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9.8～12

8.19～30

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

赤ちゃん健診 
母子保健 
成人老人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

 
健康課 

 
生活課 

 
蘂24-8806

障害者（児）相談 
人権相談 
定例農家相談 
サポステ出張職業相談 

福祉課 
人権課 
農業委員会 
商工観光課 

蘂24-8805 
蘂24-8811 
蘂24-8826 
蘂24-8816

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

法律相談 
年金・労働相談 
司法書士相談 

 
社会福祉協議会 

 
蘂22-5700

 
蘂24-8809

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・児童課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、譖宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・社会福祉協議会 蘂22-5700

月 月 月 1010101010 暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 

１２ １３ 

障害者（児）相談■飯 　午前10時～11時半  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
離乳食講習　●飯 　午前10時～11時半  
すこやか（筋力アップ）体操教室　●ひ 　午前10時～11時半 

6 水 

定例農家相談 栗熊 ◯コ　午前9時～正午  
サポステ出張職業相談　■市 　午前10時～午後4時  
1歳6か月児健康診査　●飯 　午後1時半～2時半  
歩行プール夜間説明・男　●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

7 木 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談■飯 　午前9時～正午  
3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 

1 金 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談　■市 　午前9時～正午  
歩行プール夜間説明・女　●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

8 金 

法律相談●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
0歳児の広場（6か月まで）●ひ 　午前10時～11時半  
献血　■市 　午前9時半～午後4時半 

12火 

弁護士無料法律相談　●ひ 　午前9時（要予約 蘂24-8809） 2 土 

栄養相談　●ひ 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 4 月 

香川労災病院 蘂23-311111月 

3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 5 火 

9 土 

□内 　小山クリニック 蘂58-4976 
□外 　香川クリニック 蘂22-2311 
□歯 　ヨコセ歯科医院 蘂28-9110 午前9時～正午 

17日 

22金 
23土 

16土 

18月 

司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 26火 
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 27水 

□小 　ほそだこどもクリニック 蘂58-0111 
□内 　和田内科医院 蘂86-6161 
□外 　大西外科医院 蘂22-5627 
□歯 　やまぐち歯科医院 蘂28-7778 午前9時～正午 
子育て一日相談 土器 ◯コ 蘂24-2045

3 日 

□内 　おおくぼ内科医院 蘂86-6500 
□小 　おかだ小児クリニック 蘂58-0707 
□整 　川井整形外科クリニック 蘂23-4010 
□歯 　山田歯科医院 蘂28-8711 午前9時～正午 
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時～正午 

10日 

□内 　三浦内科・みちこ小児科クリニック 蘂22-7311 
□眼 　しょうじ眼科医院 蘂58-2233 
□整 　くすはら整形外科・外科医院 蘂86-2340 
□歯 　吉永歯科医院 蘂22-6011 午前9時～正午 
子育て一日相談 川西 ◯コ 蘂28-5519

24日 

13 人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
0歳児の広場●綾 　午前10時～11時半 水 

14 法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3歳児健康診査　●綾 　午後1時半～2時半 木 

行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午、ゆめタウン丸亀 午前10時～午後2時 
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809）  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

15金 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障害者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半  
サポステ出張職業相談 飯山北 ◯コ　午前10時～午後5時  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

21木 

19 年金・労働相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半 火 

20 行政相談　■市・■飯 　午前10時～午後3時  
法律相談●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 水 

25 0歳児の広場（7か月以降）　●ひ 　午前10時～11時半  
栄養相談　●綾 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 月 

28 3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 
こころの健康相談　●飯 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8806） 木 

0歳児の広場　●飯 　午前10時～11時半 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時 

29金 
30土 

31
厚仁病院 蘂23-2311 
□外 　まつねクリニック 蘂58-0511 
□歯 　岩山歯科医院（まんのう町） 蘂75-0409

日 

8.29

8.27

9.14

長寿を祝って市長が 
高齢者訪問 
　9月20日の敬老の日を前に、新
井市長らが高齢者を訪問しました。
今年は90歳、95歳、99歳以上の
希望者50人のお宅を訪ね、日ごろ
の楽しみや長寿の秘けつなどにつ
いて歓談。中嶋静子さん（103）
を訪ねた市長は、長寿を祝いなが
ら「今年は特に暑いですから、水
分補給とともに塩分補給をお忘れ
なく」といたわるように話し掛け
ていました。 

音楽とビールでたどるドイツ兵俘虜の足跡 
　ドイツ音楽を聴きながらビールを味わう「ビー
ルとドイツ音楽の夕べ」が、市民ひろばで開かれ
ました。丸亀で過ごしたドイツ兵俘虜の音楽活動
に理解を深めるイベントで、今年で3回目。瀬戸
フィルパイパースなど4楽団の生演奏とドイツ風
の食べ物バザーやビールなどで、親子連れら約
700人が8月終わりのひと時を過ごしました。 
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伝統行事を伝える 
八朔だんご馬 
　｢八朔だんご馬｣が、JR丸亀駅に
飾られました。これは、旧暦の8月
朔日を八朔と呼び、男の子の健やか
な成長を願う中西讃の伝統行事。地
域に残る祝い文化を、多くの人に知
ってもらおうと、市観光協会が10年
前から実演公開を実施しています。
初見学の塩屋北保育所園児らは、菓
子職人の岡雅久さんに「作るのは大
変ですか？」などと質問しながら伝
統行事を学びました。 

蜷｢

お
い
し
そ
う｣

と
言
う
園
児
も 

県道多度津 
丸亀線が開通 
　県道多度津丸亀線
の丸亀城西高校西側
から中府町2丁目交
差点までの区間が完
成し、市西部の東西
を結ぶ幹線道路が全面開通しました。地元の城坤コミュニティと城西コ 
ミュニティが記念式典を開催。テープカットの後、城坤小学校児童によ
るマーチング演奏、県警音楽隊のパレード、交通安全教室などの開通記
念イベントを行い、開通を祝っていました。 
 

はっ さく 

つい たち 

ふ 

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月・火・水曜日 

木曜日 

金曜日 

月・火・水曜日 

木曜日 

金曜日 

時　　間 相談場所 

庶務課 蘂24-8841

10月1日は、国勢調査 

平成22年10月1日 

みなさまのご理解、ご協力を 
よろしくお願いします。 
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事　故  135件 

死　者  1人 

負傷者  183人 

→便利な情報：広報丸亀　http://www.city.marugame.lg.jp/useful/magazine/index.html をご覧ください。 ●広報丸亀／市ホームページに平成17年4月号からの「広報丸亀」バックナンバーを掲載しています。ＨＯＭＥ>>→ 

人　口 110,763人（＋23） 
　男　  53,576人（＋10） 
　女　  57,187人（＋13） 
世帯数　42,997世帯（＋41） （納期は10月10日～11月1日） 

市・県民税/3期分 
介護保険料/3期分 

国民健康保険税/3期分 
後期高齢者医療保険料/4期分 

10月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

救 急 出 動  434件 

火災の発生  8件 

 

１４ １５ 

　市営住宅の入居者 
資格＝①市内に住居が必要②住宅に
　困窮③市町村税などを完納④同居
　家族がいる（単身で入居できる場
　合もある）⑤収入が基準の範囲内
　⑥暴力団員を除く⑦持ち家など固
　定資産を所有していない 
募集住宅＝城東、十番丁、外浜、今
　津、長友、原田の各団地 
申込期間＝10月1日貊～7日貅（土・
　日曜日を除く） 
選考方法＝募集戸数を上回ると抽選
抽選日＝10月14日貅 
入居条件＝敷金と連帯保証人1人 
注意事項＝申込時は申込書のみ提出。
　その他の必要書類は、当選者のみ 
　提出。応募がなかった住宅の再申 
　し込みは11月1日豺～30日貂（土・
　日曜、祝日を除く）に受け付ける。 
〈特定公共賃貸住宅の入居者〉 
　中堅所得者向け住宅（富士見団地
の一部、平山ハイツ）は随時募集中。 
■申住宅課 蘂24-8814　 
　◯綾業務担当 蘂56-5516 
　◯飯業務担当 蘂98-7957 

　第13回丸亀うちわ技術・ 
　技法講座受講生 
　国の伝統的工芸品指定「丸亀うち
わ」の基本的な技術・技法を14日
間で習得する講座。 
■時11月6日貍～21日豸 
　の午前9時～午後5時 
　（月曜休講） 
■所うちわの港ミュージアム 
■定10人（多数の場合は面接で決定） 
■申10月23日貍までに、同ミュージ
　アム 蘂24-7055 

　日本語教室受講生 
　大人の外国人の教室です。 

《水曜教室》 
■時10月からの毎週水曜午後7時～9時 
■所生涯学習センター3、4階 
■定各クラス20人（入門、初級） 
■料6か月2000円 
《日曜教室》 
■時毎週日曜午前10時～正午 
■所生涯学習センター5階 
■料1回100円 
■問国際交流協会 蘂56-1771 

　エコ丸工房へ行こう 
●吹きガラス専門講座受講生 
■時11月17日～3月16日の毎週水曜
　と、11月20日～3月19日の毎週
　土曜の午前10時、午後1時半の
　4コース（全15回）。 
■対18歳以上 
■定各コース6人（多数の場合は抽選） 
■料3万5000円 
■申往復はがきに住所、氏名、年齢、電
　話番号、コース、時間（午前または午
　後）、初級または中級を記入し、〒
　763-0083土器町北１の72の2 ク
　リントピア丸亀。10月20日貉必着。 
●リサイクルフェア開催 
■時11月7日豸午前9時半～午後1時半 
■問クリントピア丸亀 蘂56-1144 

　市立幼稚園新入園児 
　11月1日豺から19日貊まで、新入
園児を希望する幼稚園で受け付けま
す。詳しくは11月号に掲載。 
■問学校教育課 蘂24-8821 
 
 

　図書館から 
●①子ども日曜ＴＶシアター 
■時10月3日豸、17日豸の午後1時半 
●②落語を楽しもう！ 
■時10月9日貍午後1時半 
講師＝白鷺亭楽笑さん、るいまま 
■対①②とも幼児と小学生 
●本のリユースフェア 
■時10月9日貍午前10時～午後1時 
　雨天の場合は10日豸 
●ライブラリーツアー 
■時10月12日貂午後1時半 
■定10人 
●読書週間感想文などの入選作品展 
■時10月27日貉～11月7日豸 
■所以上中央図書館 

●おはなし会 
飯山図書館＝10月16日貍午後2時 
中央図書館＝10月23日貍午後3時 
●図書館80周年記念イベント 
　10月2日貍～11月28日豸。「私
　が選ぶ1冊！」を募集。 
■問中央図書館 蘂22-3746 

　生涯学習センター講座 
●天体観望会 
■時10月15日貊午後7時 
　雨天の場合は17日豸 
■所生涯学習センター 
　屋上天体観望室 
●こけ玉づくり 
■時10月23日貍午後1時半 
■所生涯学習センター 
■定30人 
■料4000円（材料費含む） 
●銅板細工教室 
■時10月24日豸午後1時半 
■所生涯学習センター 
■対小学生以上 
■定30人 
■料1000円 
●人形劇の人形制作講習 
■時10月26日、11月2日、9日、16日、
　12月7日、14日の午前10時、6回
　の講座で人形を制作。 
■所生涯学習センター 
■定15人 
■料9000円（材料費を含む） 
■申すべて同センター 蘂23-1091 

　東小川児童センターから 
●図書館うさぎがやってくる 
　絵本の読み聞かせと工作 
■時10月13日貉午前10時 
■対幼児、保護者 
●ジャングルハウスを作ろう 
　新聞紙を丸めて家作り 
■時10月23日貍午後1時半 
■対幼児、小学生 
■問同センター 蘂56-8778 

　日本絵画・狩野派の講演会 
　兵庫県立歴史博物館学芸員・五十
嵐公一さんが、日本絵画史最大の画
派である狩野派をテーマに講演。 
■時10月31日豸午後1時半 
■所資料館 
■料無料 
■問資料館 蘂22-5366

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■料料金  
■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 

市の動き（9月1日現在）前月比 交通事故（8月） 救急・火災件数（8月） 

　文化協会から 
●まるがめ文化芸術祭主催展覧会 
《前期展》書・文芸 
■時10月9日貍～17日豸 
《後期展》絵画・写真・彫刻・工芸 
■時10月23日貍～11月3日豢、茶会＝
　11月3日豢午前10時～午後3時（5 
　00円）、生花展＝11月2日貂・3日豢 
●芸能フェスタ丸亀2010 
　文化協会によるバレエ、大正琴、
マジック、太極拳、日本舞踊など 
■時10月30日貍午後1時開演、31日
　豸・11月3日豢午前10時半開演 
■所生涯学習センター 
■料無料 
■問文化協会 蘂24-8822 

　第5回いろは石ウオーク 
　さぬき広島を歩いてみよう 
　島を西回りに巡る
いろはコース（約14
襭）を楽しく歩く。 
■時10月31日豸午前
　10時5分江の浦着
　の備讃フェリーで
　来島する参加者ま
　で受け付け 
■所広島町江の浦港に集合 
■料無料 
■他弁当、水筒など持参。先着100人
　に記念品を贈呈。 
■問広島市民センター 蘂29-2030 

　飯山総合学習センターの講座 
　各講座の会場は同センターです 
●焼き菓子に挑戦 
■時10月10日豸午前10時 
■対小学生 
■定20人（申込順） 
■料300円 
■他エプロン、三角きん、筆記用具など
　持参 
●骨盤体操 
■時10月15日貊午前11時 
■対成人 
■定15人（申込順） 
■料無料 
■他運動しやすい服装、上靴で参加を 
●親子でエコバックにアート 
■時10月17日豸午前10時 
■対幼児～小学生と保護者 
■定10組20人（申込順） 

■料350円 
■他筆洗い、ナイロン筆など持参 
●キッズエアロビクスダンス 
■時10月24日豸午前11時半 
■対5歳～小学生と保護者 
■定15組（申込順） 
■他運動しやすい服装、上靴で参加を 
●ハロウィンパーティー 
■時10時30日貍午前10時 
■対幼児～小学生と保護者 
■定15組（申込順） 
■料無料 
■他簡単な仮装で参加を 
■申上記のいずれの教室とも10月1
　日から同センター 蘂98-3319 

　バードウオッチング 
■時11月6日貍 
　午前9時 
　～11時半 
■所土器川生物公園 
■定30人（申込順） 
■他小学生以下の児童は 
　保護者同伴で 
■申11月2日貂までに環境課 蘂24-
　8836 
 
 

　健康課から 
●日本脳炎予防接種 
　第2期の接種が始まりました。対
象は9歳以上13歳未満です。実施医
療機関に予約のうえ、接種してくだ
さい。第2期の対象者で、第1期の
接種を受けていない場合は、実施医
療機関にご相談ください。 
●秋期のポリオ予防接種 
■時10月1日貊～31日豸 
■所市内予防接種実施医療機関 
■他各医療機関での予約が必要。詳し
　くは、広報5月号に掲載。 
●高齢者インフルエンザワクチンが
　変わります 
　詳しくは広報10月号の折り込みチ
ラシをご覧ください。 
■問健康課 蘂24-8806 

　上下水道部経営課から 
蘆水道契約者が死亡した場合や、現
在使用している水道の契約者が亡く
なった人の名義のままになっている
場合は、水道部へご連絡ください。 

蘆コンビニエンスストアで水道料金
を支払った場合は、領収書やレシー
トを保管しておいてください。領収
書などがなければ、問題が起きた場
合に対応できなくなります。 
■問経営課 蘂24-8818 

　冷蔵倉庫の所有者へ 
　固定資産税の制度改正で、冷蔵倉
庫にも冷凍倉庫用の経年減点補正率
が適用され、平成24年度以降分の税
額が減額になる可能性があります。
次の要件すべてに該当する倉庫を所
有している人は、税務課へお知らせ
ください。後日、調査に伺います。 
蘆室内温度を10度以下に保つ倉庫 
蘆鉄筋コンクリート、ブロック、鉄
骨など非木造の倉庫 
蘆天井、壁、床が直接冷気の影響を
受ける倉庫（単に冷蔵庫を設置して 
いる場合は該当しません） 
蘆1棟の面積の2分の１以上が冷蔵
倉庫になっている併用倉庫 
■問税務課 蘂24-8859 

　国民年金基金相談 
■時10月22日貊午前10時～午後4時 
■所市役所本館1階相談室 
■問県国民年金基金 薔0120-65-4192 

　水路改修工事の実施 
　香川用水土器川沿岸地区の農業用
水施設改修工事を、今年度も引き続
き行います。場所は、仁池導水路と
蓮池幹線水路です。ご迷惑をお掛け
しますが、ご理解とご協力をお願い
します。 
■問中国四国農政局香川用水土器川沿
　岸農業水利事業所 蘂59-7370、
　土地改良課 蘂24-8837 

　地デジ（地上デジタル放送）相談会 
　地デジの疑問に、デジサポ香川の
担当者がお答えします。相談無料。 
①10月13日貉 手島公民館 
②10月15日貊 本島市民センター 
③10月18日豺～22日貊 市役所1階 
④10月19日貂・20日貉 ◯綾 
⑤10月21日貅・22日貊 ◯飯 
　①・②は午後1時～2時、③～⑤は
　午前10時～午後4時 
■問総務省香川県テレビ受信者支援セ
　ンター 蘂087-883-5521

募 集  

催 し  

お 知らせ 



＊中讃ケーブルビジョン１７chで放送中 蘂23-4141 
（火曜日休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜日休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

一青 窈 Tour2010
10月24日豸 
午後5時半開演 
●入場料＝5900円 
　　　　　　（全席指定席） 

好評発売中 

11月8日豺 
出演者＝坂東三津五郎 
　　　　尾上松緑ほか 
①午後1時半 ②午後6時 
●入場料＝Ｓ7000円ほか 
　　　　　　（全席指定席） 

松竹大歌舞伎 

好　評 
発売中 

好　評 
発売中 

●申込先＝丸亀ドイツ兵俘虜楽 
　　　　　団の足跡を辿る会 
蘆市民会館（蘂23-4141) 
 

12月19日豸 
午後2時開演 
演奏＝瀬戸フィルハーモニー 
　　　交響楽団 
指揮＝林　直之 
●入場料＝一般2000円ほか 
　　　　　　（自由席） 

2010まるがめ第九演奏会 

《第九合唱団員募集》 
日　時＝10月9日貍～11月21日豸 
　　　　午前9時半～午後4時半 
場　所＝資料館1階展示室 
入館無料  月曜日休館 

狩野派の粋と雅展 
URL http://www.marugame-kyotei.jp/

ＧⅠ福岡57周年《場外発売》  

 10/23貍 24豸 25豺 26貂 
ＧⅢ女子リーグ第11戦（戸田）《場外発売》 

 23貍 24豸 25豺 26貂  
ＧⅠ常滑57周年《場外発売》  

 27貉 28貅 29貊 30貍 31豸（～11/1豺） 
デイリースポーツカップ《ナイター》 

 28貅 29貊 30貍 31豸（～11/2貂） 

蘂22-5366資料館だより 

土
地
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
相
談 

■時
１０
月
２０
日
貉
午
前
9
時
〜
午
後
5

　
時
（
要
予
約
） 

■所
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局 

■申
１０
月
１２
日
貂
〜
１５
日
貊
に
同
丸
亀

　
支
局
（
蘂
2
3
―
0
2
2
9
） 

 

法
務
局
く
ら
し
の
相
談
所 

■時
１０
月
3
日
豸
午
前
１０
時
〜
午
後
3

　
時 

■所
丸
亀
支
局
 

■内
登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
・
人
 

　
権
な
ど
 

■料
無
料 

■問
高
松
法
務
局
庶
務
課
（
蘂
0
8
7

　
―
8
2
1
―
6
1
9
1
） 

 

親
子
で
昔
遊
び
体
験
を
し
ま
せ
ん
か 

■時
１０
月
2
日
貍
午
前
１０
時
〜
正
午 

■所
ス
ペ
ー
ス
1
1
4（
本
町
） 

■内
お
手
玉
、
紙
芝
居
な
ど 

■料
無
料 

■問
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
蘂

　
2
3
―
6
2
1
5
） 

 

第
8
回 

塩
飽
こ
こ
ろ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

■時
１０
月
２３
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
3

　
時 

■所
通
町
商
店
街
み
た
か
ら
市 

■内
精
神
保
健
福
祉
団
体
の
活
動
展
示
、

　
販
売
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど 

■問
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
・

　
松
原
さ
ん（
蘂
2
1
―
5
7
1
7
） 

 

第
２２
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館 

丸
亀
市
児
童
作
品
展 

■時
１０
月
9
日
貍
、
１０
日
豸
午
前
１０
時

　
〜
午
後
4
時
（
１０
日
は
午
後
3
時

　
ま
で
） 

■所
資
料
館 

■問
同
作
品
展
実
行
委
員
会
・
岬
さ
ん

　
（
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3
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6
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7
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不
動
産
無
料
相
談
会 

■時
１０
月
8
日
貊
午
前
１０
時
〜
午
後
4

　
時 

■所
市
役
所
本
館
１
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南
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室 

■問
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
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蘂
0
8
 

　
7
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8
2
2
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8
7
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5
）
 

 

近
畿
中
国
四
国
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー 

四
国
研
究
セ
ン
タ
ー
一
般
公
開 

■時
１０
月
２３
日
貍
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前
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時
〜
午
後
3

　
時
半（
午
後
3
時
ま
で
受
け
付
け
） 

■所
同
セ
ン
タ
ー
仙
遊
地
区
（
善
通
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市
） 
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来
て
、
見
て
、
体
験
！
夢
の
あ

　
る
地
域
農
業
」
を
テ
ー
マ
に
、
研

　
究
成
果
展
示
実
演
、
試
食
、
実
験

　
体
験
、
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
な
ど 

■料
無
料 

■問
同
セ
ン
タ
ー
（
蘂
6
2
―
0
8
0
 

　
0（
代
表
）） 

 

高
松
矯
正
展 

■時
１０
月
9
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
4

　
時
、
１０
日
豸
午
前
9
時
半
〜
午
後

　
3
時 

■所
高
松
刑
務
所
（
高
松
市
） 

■内
パ
ネ
ル
展
、刑
務
所
作
業
製
品
展
・

　
販
売
、
所
内
見
学
、
１
日
所
長
に

　
ミ
ス
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
・
林
史
乃

　
さ
ん
（
9
日
）
ほ
か 

■問
同
刑
務
所
（
蘂
0
8
7
―
8
2
1

　
―
6
1
1
6
） 

 

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ア
2
0
1
0
 

ｉ
ｎ
み
と
よ 

■時
１０
月
１６
日
貍
午
前
9
時
半
〜
午
後

　
3
時 

■所
高
瀬
町
総
合
体
育
館
（
三
豊
市
） 

■内｢

見
つ
め
な
お
そ
う

じ
ん
け
ん
」

　
を
テ
ー
マ
に
、
展
示
や
和
太
鼓
演

　
奏
、
屋
外
・
室
内
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

　
ン
ト
な
ど 

■料
無
料 

■問
三
豊
市
人
権
課
（
蘂
0
8
7
5
―

　
7
3
―
3
0
0
8
） 

 

備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー 

一
般
公
開 

■時
１０
月
３１
日
豸
午
前
１０
時
〜
午
後
3

　
時 

■所
同
セ
ン
タ
ー
（
宇
多
津
町
） 

■内
映
画
「
海
猿
」
の
使
用
物
展
示
、

　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
展
示
な
ど 

■問
同
セ
ン
タ
ー（
蘂
4
9
―
3
3
6
6
） 

 

登
記
無
料
相
談 

■時
１０
月
2
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
3

　
時 

■所
市
民
会
館
、
善
通
寺
市
総
合
会
館 

相
談
員
＝
土
地
家
屋
調
査
士
、
司
法

　
書
士
、
行
政
書
士 

■問
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
（
蘂
0
8

　
7
―
8
2
1
―
1
8
3
6
） 

 

ミ
ン
ボ
ー
出
張
相
談 

■時
１０
月
１４
日
貅
午
後
1
時
〜
4
時 

■所
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
高
松
別
館
（
高

　
松
市
） 

■内
暴
力
団
な
ど
反
社
会
勢
力
と
の
ト

　
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
に
弁
護
士

　
が
応
じ
る 

相
談
員
＝
弁
護
士
１０
人 

■問
丸
亀
警
察
署
（
蘂
2
2
―
0
1
1
 

　
0
） 

   「
順
正
舘
」
剣
道
秋
期
団
員 

■時
１０
月
8
日
貊
か
ら
毎
週
月
・
水
・

　
金
曜
午
後
6
時
半
〜
8
時 

■所
順
正
舘
三
浦
道
場（
飯
野
町
東
分
） 

■対
小
学
生
以
上 

■問
三
浦
さ
ん（
蘂
2
3
―
3
9
0
8
） 

 

１６ １７ 

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格
・
対
象
　 

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■申
申
し
込
み  

■他
そ
の
他 

■問
問
い
合
わ
せ 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

杉本博司  アートの起源 
“１年まるごと杉本博司” 

※（　）は前売りと20人以上の団体料金 

1． 科学  平成22年11月21日豸～平成23年2月20日豸 
　　　　（年末休館：12月25日貍～31日貊） 
2． 建築  平成23年3月6日豸～5月15日豸 
3． 歴史  平成23年5月29日豸～8月21日豸 
4． 宗教  平成23年8月28日豸～11月6日豸 

11月から1年間にわたって4つの杉本博司展を開催 

土
器
川
の
刈
り
草
を
無
料
提
供 

■時
１０
月
以
降 

■対
農
家
、畜
産
農
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農
農
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ど 
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形
態
＝
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条
件
＝
現
地
で
引
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取
り
、
全
量
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適
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に
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す
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と 
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香
川
河
川
国
道
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務
所
土
器
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出

　
張
所
（
蘂
2
2
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8
3
1
8
） 

 

第
６１
回
全
国
労
働
衛
生
週
間 

　
「
心
の
健
康
維
持
・
増
進 

全
員
参

加
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
１０
月
１
日
〜
7
日
、
職
場

で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
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中
心

と
し
た
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々
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ま
す
。 
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藤
井
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科 

チ
ャ
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ン
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ョ
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藤
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屋｣ 
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貍
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１０
月
１
日
〜
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公
証
週
間
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公
証
役
場
は
、
遺
言
書
の
ほ
か
、

金
銭
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
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費
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な
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種
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書
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。 
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典 
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念
誌
の
予
約
受
け

　
付
け
中 

■申
大
一
楼（
通
町
）・
山
本
さ
ん
（
蘂 

　
2
2
―
6
3
9
8
） 

 

自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動 

　
車
輪
脱
落
、
車
両
火
災
な
ど
運
転

中
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、
し
っ

か
り
点
検
・
整
備
を
し
ま
し
ょ
う
。 

■問
国
土
交
通
省
四
国
運
輸
局
・
香
川

　
運
輸
支
局
（
蘂
0
8
7
―
8
8
2 

　
―
1
3
5
5
） 

 

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
を 

　
同
制
度（
建
退
共
）は
、
事
業
主
が

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

け
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳

に
張
り
、
労
働
者
が
辞
め
た
時
に
退

職
金
が
出
る
国
の
制
度
で
す
。
掛
け

金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
け
金

は
全
額
非
課
税
に
な
り
ま
す
。 

■問
建
退
共
香
川
県
支
部
（
蘂
0
8
7

　
―
8
5
1
―
7
9
1
9
） 

   

平
成
２３
年
度
善
通
寺
看
護
学
校 

推
薦
・
社
会
人 

試
験
日
＝
１０
月
２８
日
貅 

受
付
期
間
＝
１０
月
1
日
貊
〜
１２
日
貂 

■問
同
校
（
蘂
6
2
―
3
6
8
8
） 

 

平
成
２３
年
度 

香
川
看
護
専
門
学
校
学
生 

●
第
１
看
護
学 

　
科
＝
3
年
課 

　
程 

試
験
日
＝
１０
月 

　
３１
日
豸 

■定
４０
人 

受
付
期
間
＝
１０  

　
月
4
日
豺
〜
２６
日
貂 

●
第
2
看
護
学
科
＝
2
年
課
程 

試
験
日
＝
１１
月
１４
日
豸 

■定
４０
人 

受
付
期
間
＝
１０
月
１９
日
貂
〜
１１
月
9

　
日
貂 

■問
同
校
（
蘂
6
3
―
6
1
6
1
） 

   

第
6
回
市
社
会
福
祉
大
会 

■時
１０
月
２９
日
貊
午
後
1
時
半
〜
2
時 

　
５０
分
（
式
典
）
、
午
後
3
時
〜
4 

　
時
（
講
演
） 

■所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

演
題
＝
ヨ
コ
ミ
ネ
式
教
育
法
「
す
べ

　
て
の
子
ど
も
は
天
才
で
あ
る
！
」

講
師
＝
社
会
福
祉
法
人
純
真
福
祉
会
・

　
横
峯
吉
文
理
事
長 

■料
無
料 

■問
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
蘂
2
2
―

　
5
7
0
0
） 

 

無
料
労
働
相
談
会 

■時
１０
月
１２
日
貂
〜
１５
日
貊
正
午
〜
午

　
後
4
時
（
予
約
不
要
） 

■所
県
庁
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
高
松
市
） 

■対
県
内
の
事
業
所
に
勤
め
る
労
働
者
、

　
使
用
者 

相
談
員
＝
弁
護
士
、
大
学
教
授
な
ど 

■料
無
料 

■問
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
蘂
0
8
 

　
7
―
8
3
2
―
3
7
2
1
） 

ふ 

●10月22日貊まで､施設改
　善工事のため休催します｡ 
　ご理解ご協力をお願いし
　ます。 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

※臨時払戻日＝10月3日豸､8日貊､ 
　　　　　　　17日豸 
■前売り投票所で実施 
　午前9時半～午後4時（本場） 
　午後1時～4時（ＢＰ朝倉） 

観覧料：一般950円（760円）、大学生650円（520円） 

狩
野
良
信｢

四
季
花
鳥
図
屏
風｣ 

蘆１５詆に関連記事 



１９ 

　
新
し
い
高
齢
者
観 

　
65
歳
以
上
を
「
高
齢
者
」
と
定

義
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、

１
９
５
６
年
に
国
連
が
全
人
口
に

対
す
る
65
歳
以
上
の
人
口
比
率
を

「
高
齢
化
率
」
と
し
た
こ
と
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
均
寿
命
が

延
び
た
現
在
で
は
、
こ
の
基
準
に

違
和
感
を
覚
え
ま
す
。
個
人
差
も

あ
り
ま
す
が
、
元
気
な
高
齢
者
が

仕
事
や
地
域
活
動
な
ど
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。 

　
多
く
の
高
齢
者
が
会
員
登
録
し

て
い
る
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
、
植
木
の
手
入
れ
・

あ
て
名
書
き
・
福
祉
介
助
・
駐
車

場
管
理
な
ど
の
仕
事
を
会
員
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
８
５

５
１
人
（
平
成
20
年
度
）
が
会
員

登
録
し
、
単
純
な
労
働
を
引
き
受

け
る
の
で
は
な
く
、
豊
富
な
経
験
・

知
識
・
技
能
を
生
か
し
た
社
会
参

加
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。 

　
か
つ
て
の
高
齢
者
と
い
え
ば
、

社
会
の
第
一
線
を
退
い
た
人
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
代
で
は
、

ま
だ
ま
だ
元
気
な
「
社
会
の
ベ
テ

ラ
ン
」
と
す
る
新
し
い
高
齢
者
観

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
認
知
症
に
正
し
い
理
解
を 

　
高
齢
者
虐
待
が
増
え
て
い
ま
す
。

被
害
者
の
多
く
が
介
護
の
必
要
な

認
知
症
の
人
で
す
。
介
護
の
ス
ト

レ
ス
な
ど
か
ら
、
暴
力
を
ふ
る
っ

た
り
、
身
の
回
り
の
世
話
を
放
棄

し
た
り
す
る
な
ど
の
虐
待
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
認
知
症
の
症
状
で
時
間
や
場
所
、

物
や
人
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
不

自
然
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
認
知
症
を
理
解
し
、
高
齢

者
の
立
場
に
た
ち
、
行
動
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
、
虐
待
防
止
と
高

齢
者
の
人
権
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

     

●
人
権
講
演
会 

　
藤
井
中
学
・
高
等
学
校
教
諭
の

津
村
惠
美
子
さ
ん
が
「
差
別
の
解

消
を
願
っ
て
」
と
題
し
て
講
演
。 

■時
１０
月
5
日
貂
午
後
2
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
3
階
ホ
ー
ル 

■問
人
権
課（
蘂
2
4
―
8
8
1
1
） 

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
 

しあわせづくり しあわせづくり 

高 齢 者の人 権  

笳 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　11日、25日 
●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　4日、11日、18日、25日 
●飯山図書館（蘂98-2666） 
　4日～13日、18日 

10月の休館日 

宮本忠夫絵（文研出版） 
『かえってきたドロンコ』 

国立劇場監修 
（婦人画報社） 

　歌舞伎衣装の色彩 

は、極彩色の万華鏡 

のようである。「役」 

の生活や職業、年齢、 

性格、環境の違いを 

色彩によって表現。意匠も楽しめる

服飾図鑑としても興味深い本。 

『歌舞伎の衣装』 

小松　易著（マガジンハウス） 

『仕事ができる人はなぜデスクがき 
  れいなのか～超・オフィス整理術』 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

か ぶ き 

１８ １８ 
広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 

 

県
立
保
健
医
療
大
学
公
開
講
座 

■時
１１
月
5
日
貊
午
後
1
時
半
〜
4
時 

■所
同
大
学
講
義
棟
3
階
（
高
松
市
） 

■内「
健
や
か
に
生
き
よ
う
」を
テ
ー
マ

　
に
、
國
方
弘
子
教
授
、
上
野
一
郎

　
教
授
に
よ
る
講
座 

■定
2
0
0
人
（
申
込
順
） 

■申
１１
月
2
日
貂
ま
で
に
同
大
学
事
務

　
局
（
蘂
0
8
7
―
8
7
0
―
1
2
 

　
1
2
） 

 「
船
ハ
イ
ク
」
島
巡
り
ウ
オ
ー
ク 

■時
１１
月
3
日
豢
午
前
7
時
半
に
丸
亀

　
港
集
合
（
小
雨
決
行
） 

■所
白
石
島
（
岡
山
県
笠
岡
市
） 

■内
約
5
誅
の
山
道
ウ
オ
ー
ク 

■定
５０
人
（
申
込
順
） 

■料
4
5
0
0
円
（
昼
食
代
、
保
険
料

　
含
む
） 

■申
市
体
育
協
会
（
蘂
2
4
―
6
2
5 

　
1
） 

 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
講
習（
応
用
） 

■時
１０
月
２８
日
貅
、
１１
月
4
日
貅
、
１１

　
日
貅
午
後
1
時
〜
5
時 

■所
丸
亀
高
等
技
術
学
校 

■対
在
職
者 

■内
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
カ
ウ

　
ン
セ
リ
ン
グ
技
法 

■定
１５
人 

■料
4
0
0
0
円 

■申
１０
月
２２
日
貊
ま
で
に
同
校
・
キ
ャ

　
リ
ア
ア
ッ
プ
担
当
（
蘂
2
2
―
2

　
6
3
3
） 

 

香
川
大
学
公
開
セ
ミ
ナ
ー 

や
さ
し
い
マ
ネ
ー
講
座 

■時
１１
月
１０
日
貉
、１７
日
貉
、２４
日
貉
、
 

　
１２
月
１
日
貉
午
前
１０
時
〜
正
午
 

■所
同
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン

　
タ
ー
（
高
松
市
） 

■内
金
融
や
証
券
に
関
す
る
講
座 

■定
５０
人
（
申
込
順
） 

■料
1
0
0
0
円
（
資
料
代
と
し
て
） 

■申
１１
月
2
日
貂
ま
で
に
同
大
学
研
究 

　
セ
ン
タ
ー
（
蘂
0
8
7
―
8
3
2 

　
―
1
2
7
3
） 

 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
参
加
者 

■時
１０
月
１０
日
豸
午
前
8
時
半
、
市
役

　
所
前
集
合 

■所
吉
宗
瓦
窯
跡
（
三
豊
市
） 

■他
手
袋
、
帽
子
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

　
持
参 

■問
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
・
山
下
さ

　
ん
（
蘂
2
2
―
3
6
6
0
） 

 

美
し
い
景
観
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

■時
１１
月
１６
日
貂
午
後
1
時
半
〜
4
時
半 

■所
か
が
わ
国
際
会
議
場
（
高
松
市
） 

■内
香
川
の
景
観
づ
く
り
の
講
演
、
パ

　
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

■申
住
所
、
氏
名
、
電
話
、
メ
ー
ル
ア

　
ド
レ
ス
、
薨
を
明
記
し
、
は
が
き
、

　
メ
ー
ル
、（
薨
0
8
7
―
8
0
6

　
―
0
2
2
2
）
の
い
ず
れ
か
で
県

　
都
市
計
画
課
へ 

締
め
切
り
＝
１１
月
5
日
貊
必
着 

■問
県
都
市
計
画
課
（
蘂
0
8
7
―
8

　
3
2
―
3
5
5
7
） 

 

か
が
わ
県
民
健
康
大
勉
強
会 

■時
１０
月
３０
日
貍
午
前
１０
時
半
〜
午
後

　
4
時 

■所
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
高

　
松
市
） 

■内
メ
タ
ボ
対
策
、
が
ん
対
策
の
講
演 

■定
2
5
0
人
（
申
込
順
） 

■料
無
料 

■申
１０
月
１５
日
貊
ま
で
に
住
所
、氏
名
、

　
電
話
番
号
な
ど
を
明
記
し
、
は
が

　
き
か
（
薨
0
8
7
―
8
0
6
―
0

　
2
0
9
）で
県
健
康
福
祉
総
務
課
へ 

■問
同
総
務
課
（
蘂
0
8
7
―
8
3
2

　
―
3
2
6
1
） 

 

楽
し
く
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か 

●
健
康
の
ん
び
り
体
操
教
室 

■時
１０
月
6
日
か
ら
１２
月
１５
日
ま
で
の

　
毎
週
水
曜
午
前
9
時
半
〜
１１
時 

●
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室 

■時
１０
月
8
日
か
ら
１２
月
１０
日
ま
で
の

　
毎
週
金
曜
午
前
9
時
半
〜
１１
時 

●
ボ
デ
ィ
ケ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室 

■時
１０
月
8
日
か
ら
１２
月
１０
日
ま
で
の

　
毎
週
金
曜
午
後
7
時
１５
分
〜
8
時

　
４５
分 

●
ヨ
ガ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
エ
ア
ロ
ビ

　
ッ
ク
教
室 

■時
１０
月
１６
日
か
ら
１２
月
１８
日
ま
で
の

　
毎
週
土
曜
午
後
7
時
１５
分
〜
8
時

　
４５
分 

■他
各
教
室
と
も
、
飯
山
総
合
運
動
公

　
園
体
育
館
で
。
参
加
料
必
要
。 

■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
飯

　
山
（
蘂
9
8
―
6
8
0
0
） 

 

県
立
丸
亀
競
技
場 

体
育
の
日
無
料
開
放 

■時
１０
月
１１
日
豢
午
前
9
時
〜
午
後
5
時 

■所
同
競
技
場 

■内
陸
上
競
技
体
験
、
サ
ッ
カ
ー
イ
ベ

　
ン
ト
、キ
ッ
ズ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど 

■他
キ
ッ
ズ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
申
し

　
込
み
が
必
要 

■問
同
競
技
場（
蘂
2
1
―
5
8
0
0
） 

 

消
費
者
問
題
に
関
す
る
論
文 

　
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
消
費
者
関
連
専
門
家

会
議
）は
、消
費
者
と
企
業
の
信
頼
を

高
め
る
た
め
の
活
動
に
取
り
組
む
公

益
法
人
で
す
。
高
齢
者
の
消
費
者
被

害
、
わ
た
し
が
考
え
る
消
費
者
教
育

な
ど
、
5
つ
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
選

択
し
、
論
文
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 

締
め
切
り
＝
１０
月
２９
日
貊 

■問
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｐ
事
務
局
（
蘂
0
3
―
3 

　
3
5
3
―
4
9
9
9
） 

　片付けの能力と仕事の能 

力は連動している！日本初 

の「かたづけ士」が、スッ 

キリきれいなデスクで仕事 

ができるよう、物を減らす 

整理のテクニックを紹介。 

　「つよーい」野良

猫のドロンコは、

「よわーい」マルく

んをいじめっこから

守ってあげた。マル

くんちの猫になっ

て、ご飯もいっぱい食べられる楽し

い生活。ところが、ある日ドロンコ

のからだに異変が！ 

花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００１２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500



東京都在住、 
松屋町出身。 

御　厨　沙央利ち
ゃ
ん 坂　井　洸　太ち

ゃ
ん 

さか い み くりや た こう 

（H21.5.17生） 
飯野町東分 

わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家の 

アイドル 

募
集 

★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
お 

　
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！ 

★
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
報 

　
課
蘂
2
4
―
8
8
0
0
へ 名前のように光り輝く、

心豊かな子に育ってね！ 

り さ お 

（H21.7.21生） 

ＪＲ丸亀駅前の花壇 里親募集 
団体名団体名のプレートを 

設置設置できます 
団体名のプレートを 

設置できます 

郡 家 町 

いつもニコニコ笑顔で、
みんなを幸せにしてね螢 

㈱丸亀急配に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（蘂22-0503）までご連絡ください。 
※城乾地区は同コミュニティセンター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 ２０ 

　
今
年
２
月
、県
の
東
京
事
務
所
か
ら
、高
木
副
知
事

が
わ
た
し
の
事
務
所
に
来
ら
れ
る
と
の
連
絡
が
あ
っ

た
。当
時
、諸
先
輩
か
ら
東
京
県
人
会
理
事
候
補
に
推

挙
を
い
た
だ
い
た
こ
ろ
だ
っ
た
。オ
フ
ィ
ス
は
、煉
瓦

造
り
の
東
京
駅
丸
の
内
と
皇
居
和
田
倉
門
に
挟
ま
れ

た
「
特
別
都
道
」
の
行
幸
通
り
に
面
し
て
い
る
。
事

務
所
に
お
越
し
に
な
っ
た
副
知
事
は
、
そ
の
景
色
を

優
し
い
笑
顔
で
眺
め
て
お
ら
れ
た
。
交
換
し
た
名
刺

の
「
孝
征
」
と
い
う
名
前
に
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感

じ
つ
つ
、「
ご
出
身
は
？
」「
出
身
高
校
、中
学
校
は
？
」

「
ク
ラ
ブ
活
動
は
？
」
と
矢
継
ぎ
早
に
質
問
を
し
、

互
い
に
か
つ
目
し
て
見
合
っ
た
。「
お
前
、あ
の
高
木

か
」「
や
は
り
山
下
先
輩
で
し
た
か
」。 

　
な
ん
と
、
副
知
事
は
東
中
学
校
、
丸
亀
高
校
で
２

年
後
輩
の
、
あ
の
「
高
木
く
ん
」
だ
っ
た
。
１
９
６

６
年
春
、
あ
ど
け
な
さ
が
残
る
１
年
の「
高
木
く
ん
」

を
陸
上
競
技
部
に
勧
誘
し
た
の
は
、
こ
の
私
。
瞬
く

間
に
44
年
の
空
白
は
埋
ま
り
、
互
い
に
12
歳
と
14

歳
の
こ
ろ
に
戻
っ
た
。 

　
当
時
、
俊
足
の「
高
木
く
ん
」が
入
部
し
て
、
東
中

陸
上
部
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。そ
の
夏
、わ
た
し

が
１
０
０
誡
、走
り
高
跳
び
、砲
丸
投
げ
の
合
計
点
を

競
う
三
種
競
技
で
は
県
大
会
、
四
国
大
会
で
優
勝
し

た
が
、
リ
レ
ー
も
組
め
な
い
弱
小
部
と
あ
っ
て
盛
り

上
が
り
に
欠
け
て
い
た
。
そ
れ
を
払
拭
し
た
の
が「
高

木
く
ん
」
だ
っ
た
。
県
大
会
に
４
０
０
誡
と
８
０
０

誡
リ
レ
ー
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

秋
に
は
強
豪
を
抑
え
て
３
位
入
賞
す
る
ほ
ど
の
チ
ー

ム
に
な
っ
て
い
た
。
８
０
０
誡
リ
レ
ー
は
各
校
の
存

在
感
を
計
る
大
会
最
終
種
目
で
、
そ
れ
ま
で
東
中
が

リ
レ
ー
で
入
賞
す
る
な
ど
一
度
も
な
か
っ
た
。 

　
記
憶
で
は
、「
高
木
く
ん
」は
１
０
０
誡
で
12
秒
前

半
の
記
録
を
出
す
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。
２
０
１
０

年
の
県
中
学
総
体
で
１
年
生
の
３
位
入
賞
記
録
が
12

秒
47
だ
か
ら
、「
高
木
く
ん
」の
天
賦
の
才
は
際
立
っ

て
お
り
、
そ
れ
を
発
掘
し
た
自
分
の
慧
眼
も
誇
れ
る

と
勝
手
に
自
負
し
て
い
る
。 

　
思
え
ば
東
京
に
出
て
40
余
年
。
そ
の
間
、母
、父
は

他
界
。
兄
も
既
に
亡
く
な
り
、
わ
た
し
は
齢
58
歳
を

重
ね
て
、
人
生
の
面
白
さ
と
難
し
さ
を
味
わ
っ
て
い

る
。
人
生
最
後
の
元
気
な
時
期
に
、
会
社
の
た
め
、

社
会
の
た
め
、
故
郷
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
考

え
て
い
た
矢
先
の
県
人
会
理
事
の
お
話
で
あ
っ
た
。 

　
「
高
木
く
ん
」
と
の
再
会
は
、
過
去
に
知
己
を
得

た
様
々
な
方
々
を
思
い
出
す
契
機
と
な
っ
た
。
旧
交

を
温
め
、
人
生
を
振
り
返
る
機
会
を
持
て
る
の
も
、

健
康
に
生
ん
で
く
れ
た
両
親
や
、
触
れ
合
っ
た
多
く

の
方
々
の
ご
指
導
に
よ
る
も
の
と
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
。
賜
っ
た
ご
恩
や
教
え
を
体
現
し
、
い

つ
の
日
に
か
お
返
し
で
き
れ
ば
と
思
う
。 

●
編
集
と
発
行
　
丸
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市
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

「
高
木
く
ん
」（
副
知
事
）
と
の
再
会 

山
下
　
哲
生
さ
ん
（
５８
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表
取
締
役
会
長
兼
社
長  

れ
ん 

が 

ふ
っ 

し
ょ
く 

よ
わ
い 

け
い 

が
ん 

募集対象：市内に事業所のある企業
　　　　　や5人以上の団体 
活動内容：一年を通じて花壇の植え
　　　　　付けや水やり、草抜きな
　　　　　どの維持管理。活動費は
　　　　　原則、自己負担です。 
　詳しくは、都市計画課（蘂24-8843） 


